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日航ニアミス事故 

「刑事責任と社会の安全を考える」集会 

「日航ニアミス事故裁判の勝利判決を目ざして」開催 

 

 不当にも東京地検によって起訴された 2名の管制官に対する裁判は、04年 9月 9日に第 1回公判

が開かれました。「管制官の便名間違い」が事故の原因であり、「注意義務違反」に相当するとす

る見当違いの東京地検主張に対し、弁護側は、当時のＴＣＡＳを含めたシステム全体の欠点が問題

であり、管制官に刑法上の責任は無いことを 14回の公判で立証してきましたが、06年 1月 25日に

結審し、東京地検は当該管制官に禁固 1 年、監督管制官に禁固 1 年 6 ヶ月を求刑し、3 月 20 日に     

判決を迎えます。 

 本件事故はまさにシステム性事故であり、刑法上の責任を問われるものではありません。また  

システムに起因した事故で個人の責任を追求されてはシステムそのものが成り立たなくなります。 

また、同種事故の再発防止は、刑罰によってなされるものでは無く、科学的な事故調査による原因

解明と再発防止策が、真に社会から求められるものでしょう。 

勝利判決を勝ち取るとともに、刑事責任と社会の安全について考える集会を下記の通り開催します。

公正で科学的な事故調査を求め、社会的責務を全うする為にはいかにあるべきか、皆さんで考えま  

しょう。 

●日時： ２００６年３月８日（水） １８時より 

●場所： 東京 お茶の水 「全労連会館」  東京都文京区湯島 2-4-4 電話 03-5842-5610 

 


